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・脊椎でもっとも可動性が大きいのは（頚椎）
・胸鎖乳突筋：起始（胸骨）（鎖骨内側）停止（側頭骨乳様突起）

・髄膜は外から（硬膜）（くも膜）（軟膜）

・（錐体路）は随意運動の伝導路

・（運動中枢）は前頭葉の中心前回にある

・（知覚中枢）は頭頂葉の中心後回にある

・（運動性言語中枢（ブローカ中枢））は前頭葉外側面下部にある

・（視覚中枢は）は後頭葉の鳥距溝の近くにある

・（胸鎖乳突筋）と（僧帽筋）は副神経支配
・楕円関節は（二軸）性関節で、（環椎後頭関節）（橈骨手根関節）など

・脂肪組織は（結合）組織の一つである

・組織は（上皮）組織、（筋）組織、（結合）組織、（支持）組織、（神経）組織がある

・尿の排泄経路：（腎小体）→尿細管→集合管→乳頭管→（腎杯）→（腎盂）→（尿管）→（膀胱）→（尿道）

・表皮は（重層扁平）上皮

・頭頂骨は１（対）の骨で、鼻骨は１（対）の骨

・半腱様筋：起始（坐骨結節）停止（脛骨粗面内側）神経（脛骨）神経

・縫工筋：起始（上前腸骨棘）停止（脛骨粗面内側）神経（大腿）神経

・腹膜後器官：（十二指腸）（膵臓）（腎臓）（副腎）（尿管）

・脊髄前根は（運動）性、後根は（知覚）性

・毛や爪は（表皮）が変形したもの

・眼球のレンズは（水晶体）

・鼓室は（中耳）の一部で、（耳小骨）がある

・人の染色体は（４６）本

・内分泌腺の分泌物は（導管）を介さず、（血管）に放出される

・成人の白血球数は（6000～9000）個

・成人の血小板数は（25万～30万）個

・成人の赤血球数は（450万（女）～500万（男））個

・成人のヘマトクリット値は女性（40）％、男性（50）％

・１つの関節が２つの骨の間に作られるものを（単関節）という

・骨膜は（密線維性）結合組織である

・隆椎は第（７）頚椎

・黄色靭帯は（椎弓間）に張る

・椎間円板は（線維）軟骨

・腕頭動脈は（大動脈弓）から出て、（右総頚動脈）と（右鎖骨下動脈）に分かれる

・左鎖骨下動脈は（大動脈弓）から出る。右鎖骨下動脈は（腕頭動脈）から分岐する

・外腸骨動脈は（大腿動脈）（膝窩動脈）へ続く

・腎動脈は（腹大動脈）から分岐する

・脾静脈は（上・下腸間膜静脈）と合流して（門脈）へ注ぐ

・腎静脈は（肝静脈）（精巣（卵巣）静脈）とともに（下大静脈）へ注ぐ

・奇静脈は（上大静脈）に注ぐ

・右リンパ本幹（右静脈角）に注ぐ

・輪状ヒダは（小腸（空腸・回腸））にある

・空腸ではリンパ小節が散在し、回腸では長円板状に配列し、（集合リンパ小節（パイエル板））という

・消化器で間膜があるのは（胃）（空腸）（回腸）（虫垂）（横行結腸）（S状結腸）

・ネフロン――（尿細管）
　　　　　　－（腎小体）――（糸球体）

　　　　　　　　　　　　　－（ボーマン嚢）

・大脳皮質には（神経細胞）が集合しており、（灰白）色である

・純運動神経は（滑車）（外転）（副）（舌下）神経

・純感覚神経は（嗅）（視）（内耳）神経

・運動+感覚神経は（三叉）神経

・運動+自律神経は（動眼）神経

・運動+感覚+自律神経は（顔面）（舌咽）（迷走）神経

・副交感神経があるのは（動眼）（顔面）（舌咽）（迷走）神経

・味蕾は（有郭乳頭）と（葉状乳頭）にある

・嗅神経は（篩骨篩板）を貫く

・外胚葉由来は（皮膚）（神経系）（感覚系）、内胚葉由来は（消化器）（呼吸器）（尿路）

・有糸分裂に関与するのは（中心小体）

・核小体は（DNA）から（RNA）を合成する

・長骨の骨軸成長に関与するのは（骨端軟骨）

・膜内骨化で作られる骨（（付加骨））には（頭蓋底）を除く（頭蓋骨）と、（鎖骨）がある

・軟骨内骨化で作られる骨（（置換骨））には（体肢骨）（脊柱）（胸郭）（頭蓋底）がある

・小胸筋は起始（第２～５肋骨）、停止（烏口突起）

・胸鎖乳突筋は起始（胸骨）（鎖骨）、停止（乳様突起）、神経（副神経）（頚神経叢の筋枝）

・胸鎖乳突筋は右が動くと（左）に頭を回旋する

・左右の冠状動脈は（大動脈洞）から出て、（冠状溝）を通って心臓壁へ分布する
・（脾静脈）（上・下腸間膜静脈）は門脈へ注ぐ

・胸管は（左の内頚静脈）と（鎖骨下静脈）の合流部（（静脈角））に注ぐ

・空腸・回腸には（孤立リンパ小節）、（集合リンパ小節（（パイエル板））がある

・小腸には（輪状）ヒダがあるが、（盲腸）にはない

・腹膜垂は（結腸）にある

・腸間膜は結腸では（横行結腸）（S状結腸）にある

・肺の機能血管は（肺動脈）、栄養血管は（気管支動脈）

・ネフロンは（腎小体）と（尿細管）からなり、腎小体は（ボーマン嚢）と（糸球体）からなる

・精子は（精巣）→輸出管→（精巣上体）→（精管）→精管（膨大部）→（精嚢）→（射精管）→尿道の順に通る

・皮膚は、（表皮）（真皮）（皮下組織）の３層からなる

・毛と爪は（表皮）が変形してできる

・表皮は（重層扁平）上皮

・真皮は（緻密性繊維性）結合組織からなる

・皮下組織は（疎性）結合組織からなる

・肺の栄養動脈は（気管支）動脈

・（内尿道口）のまわりに膀胱括約筋があり、（骨盤の出口）に尿道括約筋がある

・大脳基底核は（尾状核）、（レンズ核）、（前障）、（扁桃体）からなる

・レンズ核は（淡蒼球）と（被殻）に分けられる

・被殻と尾状核を合わせて（線状体）という

・赤核は（鉄）を含み、（黒質）とともに協調運動（（錐体外路系））を行う

・髄液は（脈絡叢）で作られる

・錐体外路は筋群の（協調）を自律的、無意識的に調節する

・横隔神経は（頚）神経叢から出る

・眼球の（水晶）体はカメラのレンズに相当する

・視神経乳頭は（マリオットの盲斑）といい、視覚が（欠損）する

・咀嚼筋は（側頭筋）、（咬筋）、（外側翼突筋）、（内側翼突筋）で、（三叉）神経支配

・腕橈関節は（球）関節

・橈骨手根関節は（楕円）関節

・鼡径靭帯は（上前腸骨棘）と（恥骨結合）の間に張る

・筋裂孔は（外）側にあり、（腸腰筋）が通り、血管裂孔は（内）側にあり、（大動・静脈）が通る。鼡径靭帯の（下）にある
・鼡径管は鼡径靭帯、（外腹斜筋腱膜）、（内腹斜筋）、（腹横筋）、（窩間靭帯）が壁を作り、中を（精索）が通る。鼡径靭帯の（上）にある
・斜角筋隙は（前・中斜角筋）が（第一肋骨）の上方に作り、（腕神経叢）と（鎖骨下動脈）が通る

・卵巣は（実質性）器官で、（髄質）と（皮質）からなり、卵胞は（皮質）にある

・鼻腔→（咽頭）→（喉頭）→気管

・精巣→（精巣上体）→（精管）→（精管膨大部）→（精嚢）→（射精管）→尿道

・大汗腺は（アポクリン腺）のことで、（腋窩）（外陰部）などにある

・結腸には（半月）ヒダがある

・胃の大弯には（大網）がついている

・肛門には（静脈）叢が多い

・母指内転筋は（尺骨）神経支配
・短母指屈筋は（正中・尺骨）神経支配

・上殿神経は（梨状筋上孔）から出る。大腿神経は（筋裂孔）から出る。閉鎖神経は（閉鎖管）から出る。坐骨神経は（梨状筋下孔）から出る

・浅腓骨神経は（長短腓骨）筋を支配

・深腓骨神経は（前脛骨筋）（長母指伸筋）（長指伸筋）（第三腓骨筋）を支配
・下腿の伸筋は（深腓骨）神経、屈筋は（脛骨）神経

・膀胱三角には（ヒダ）がない

・鎖骨上神経は（頚）神経叢の枝

・肩甲背神経、肩甲上神経、筋皮神経などは（腕）神経叢の枝

・脳は上から終脳→（間脳）→（中脳）→（橋）・（小脳）→（延髄）

・後篩骨洞は（上鼻道）、蝶形骨洞は（蝶形陥凹）に開口。残りは（中鼻道）に開口

・松果体は（間脳）の（視床下部）にある

・大腿動脈は（鼡径部）で触れられる

・腎小体は腎（皮質）に約（250）万個ある

・上腕筋：起始（上腕骨体前面）、停止（尺骨粗面）

・マイスネル小体は（真皮）にあり、（触覚）を司る

・眼球の外膜は（角膜）、中膜は（脈絡膜）、内膜は（網膜）
・嗅粘膜は（上鼻道）にある

・味蕾は（糸状乳頭）にはない

・深指屈筋は（正中・尺骨）神経支配

・下垂体前葉は（腺）性で、（腺）細胞からホルモンを出す。下垂体後葉は（神経）性で、（神経）細胞からホルモンを出す
・手根管を通る腱は（浅指屈筋腱）、（深指屈筋腱）（長母指屈筋腱）（橈側手根屈筋腱）

・クッペルの星細胞は（肝）蔵に存在し、食作用をもつ

・喉頭隆起を作るのは（甲状）軟骨。発生にかかわるのは（披裂）軟骨

・嚥下時、喉頭蓋軟骨は（挙上）する

・尿管狭窄部は（腎盤から尿管への移行部（尿管起始部））（総腸骨動脈との交差部（腹部から骨盤部への移行部））（膀胱壁を貫く部）

・子宮壁の構造は（粘膜）、（筋層）、（漿膜）からなり、粘膜は（機能層）と（基底層）に分かれ、筋層は（３）層になっている

・脳砂が沈着するのは（松果体）

・運動性言語中枢は（前頭）葉で、（ブローカ）中枢と呼ばれる

・感覚性言語中枢は（側頭）葉で、（ウェルニッケ）中枢と呼ばれる

・運動野は（前頭）葉にあり、体性感覚野は（頭頂）葉にある
・腰神経叢からは（閉鎖）神経、（大腿）神経、（陰部大腿）神経が出る。仙骨神経叢からは（坐骨）神経が出る
・気管は（多列）上皮で、胃腸の粘膜は（単層円柱）上皮

・関節円板は（胸鎖）関節、（肩鎖）関節、（顎）関節、（橈骨手根）関節にある

・下大静脈と上大静脈を結ぶのは（奇静脈）

・殿筋粗面は（大腿）骨にあり、触診（できない）

・大腰筋は腸骨筋とともに腸腰筋として（小転子）に停止

・中殿筋、小殿筋は（大転子）に停止

・ゴルジ装置は（分泌顆粒）の形成に関与し、成熟（物質の集産、濃縮）を促す

・冠状動脈は（上行大動脈）から分岐する

・大動脈弓から分岐するのは（右腕頭動脈）、（左総頚動脈）、（左鎖骨下動脈）

・胸大動脈からは（肋間動脈）、（食道動脈）、（気管支動脈）、などがでる

・ワイダエルのリンパ咽頭輪は（咽頭扁桃）、（耳管扁桃）、（口蓋扁桃）、（舌扁桃）からなる

・左右に分かれていない扁桃は（咽頭扁桃）のみ

・下垂体は（トルコ鞍）にある

・胸部上口は（胸骨柄上縁）、（第一肋骨）、（第一胸椎）で構成される

・足関節の屈筋支帯を通るのは（後脛骨筋腱）、（長指屈筋腱）、（長母指屈筋腱）

・前脛骨筋腱は（伸筋支帯）を通る

・烏口腕筋は（筋皮）神経支配

・胸大動脈の壁側枝は（肋間）動脈。臓側枝は（気管支）動脈、（食道）動脈

・腹大動脈の壁側枝は（下横隔）動脈、（腰）動脈。臓側枝は（腹腔）動脈、（上・下腸間膜）動脈、（腎）動脈、（精巣or卵巣）動脈

・門脈は（脾）静脈、（上・下腸間膜）静脈の3本が合流してできたもの

・十二指腸堤筋は（トライツ靭帯）と呼ばれ、（十二指腸上行部）と（空腸）の間にある

・気管軟骨は（輪状）靭帯で結合している

・気管の後壁は（軟骨）を欠き、（膜性壁）と呼ばれ、（平滑筋）からなる

・射精管は（前立腺）部に開口する

・卵管は（中腔性）器官で、粘膜には（ヒダ）がある。膨大部が（長）く、峡部は（短）い

・松果体は（間脳）の（視床下部）にある

・副腎皮質は３層にわかれ、表層から（球状帯）（束状帯）（網状帯）がある
・歯の感覚は（三叉）神経

・膨大部稜は（半規管）にあり、（平衡覚）をつかさどる

・マイスネル小体は（真皮）にあり、（触覚）をつかさどる

・痛覚の受容器は（真皮）にあり、（自由神経終末）という

・パチニ小体は（皮下組織）にあり、（圧覚）をつかさどる

・胸骨角は第（４）胸椎下縁の高さにあり、第（２）肋骨が付き、（気管分岐）部、（大動脈起始）部の高さである

・外側翼突筋は体表から触れ（ない）

・尺骨神経溝は（内側上顆）の（後）面にある

・足背動脈は（長母指伸筋）腱と（長指伸筋）腱の間で触れる

・白血球最多は（好中球）

・十二指腸の上皮は（単層円柱）上皮

・広背筋は（胸背）神経、前鋸筋は（長胸）神経、大胸筋は（胸筋）神経

・大腿二頭筋長頭：起始（坐骨結節）、　短頭：起始（大腿骨粗線外側唇）　　両方の停止（腓骨頭）

・卵月孔は（右心房）と（左心房）の間にある。また（蝶形骨）にもある
・心臓の（心尖）は横隔膜に接する

・心房と心室を区分するのは（冠状溝）で、（冠動・静脈）が走る
・腱索が付き、乳頭筋につながる弁は（僧帽弁）、（三尖弁）である

・胸大動脈の臓側枝は（気管支）（食道）動脈、壁側枝は（肋間）動脈

・腹大動脈の臓側枝は（腹腔）（上・下腸間膜）（腎）（精巣or卵巣）動脈。壁側枝は（下横隔）（腰）動脈

・消化管の筋層は一般に（２）層で、（内輪外縦）だが、（胃）は３層である

・膵管は（総胆管）と合流して（十二指腸乳頭部）に開口する

・縦隔に存在するのは（大動・静脈）（大動脈弓）（食道）（心臓）（横隔神経）（迷走神経）（胸管）

・腎小体は（糸球体）と（ボーマン嚢）からなり、（皮）質にある

・腎の皮質と髄質の間を走るのは（弓状）動脈である

・ライディッヒ細胞は（精巣）内の（精細管）と（精細管）の間を埋め、（テストステロン）を出す

・子宮前面は（膀胱）、後面は（直腸）に接している

・大脳核は（尾状核）と（レンズ核）に分かれ、レンズ核は（被殻）と（淡蒼球）にわかれる
・（尾状核）と（被殻）をあわせて線条体という

・オリーブ核は（延髄）にあり、（錐体外路）中枢の一つ

・歯状核は（小脳）にある

・薄束核、楔状束核は（延髄）にある

・脈絡叢は（各脳室）にある

・中脳水道は（第三脳室）と（第四脳室）の間にある

・四丘体（上丘・下丘）は（中脳）にある。赤核は（錐体外路）系の核

・上斜筋は（滑車）神経支配

・鎖骨上神経は（頚）神経叢から、鎖骨下神経は（腕）神経叢から分岐する

・大腿神経は（大腿四頭筋）（縫工筋）（恥骨筋）を支配

・大腿二頭筋長頭は（脛骨）神経支配。短頭は（総腓骨）神経支配だが、下をたどれば（坐骨）神経支配

・半腱様筋、半膜様筋は（坐骨）神経支配

・下顎骨で下顎頭はさわれ（る）。筋突起はさわれ（ない）

・白血球は1mm3中に（6000～9000）個あり、好中球が（60～70）％を占め、最小は（リンパ）球である。単球は（分葉核）を持たず、（卵円）形、（腎臓）形の核を持つ

・シャーピー線維は（骨膜）と（骨質）を結合する

・ハバース管やフォルクマン管は（緻密）質にある

・橈骨手根関節は（楕円）関節。母指手根中手関節は（鞍）関節

・楕円関節に類似し、関節面の形状が球状に近く、靭帯などにより一方向or二方向に運動が制限される関節を（顆状）関節といい、（膝）関節や（中手指節）関節をいう

・前斜角筋：起始（頚椎横突起）、停止（第一肋骨）

・僧帽筋：起始（外後頭隆起）、（項靭帯）（全胸椎棘突起）、停止（肩甲棘）（肩峰）（鎖骨外1/3）
・腹直筋：起始（恥骨結合）（恥骨）、停止（第５～第７肋軟骨前面）（剣状突起前面）
・大腰筋：起始（腰椎椎体）（肋骨突起）、停止：（小転子）

・腸骨筋：起始（腸骨窩）、停止（小転子）
・中手筋で、第3指につかないのは（掌側骨間筋）

・中手筋は（虫様筋）（掌側・背側骨間筋）の３つ

・中手筋で正中神経支配は（第２・３虫様筋）のみ。他は（尺骨）神経支配

・指伸筋は（中節）骨と（末節）骨につく。中手筋はすべて（基節）骨につく

・大内転筋：起始（坐骨結節）（坐骨枝）（恥骨下枝前面）、停止（大腿骨粗線内側唇）

・中殿筋：起始（腸骨外面）、停止（大腿骨殿筋粗面）（腸脛靭帯）

・恥骨筋：起始（恥骨櫛）、停止（大腿骨恥骨筋線）

・脳の静脈は（硬膜静脈洞）に注ぐ

・食道の狭窄部は（上端）部、（気管分岐）部ｍ（横隔膜貫通）部の３つ

・正常吸気では（横隔膜）（外肋間筋）が働き、強制吸気では（胸鎖乳突筋）（斜角筋群）（大・小胸筋）（肋骨挙筋）などが働く

・正常呼気は（正常吸気筋）の弛緩により、強制呼気では（内肋間筋）（最内肋間筋）（肋下筋）（胸横筋）（内・外腹斜筋）（腹横筋）が働く
・腎小体は（皮）質、近位尿細管は（皮）質、遠位尿細管は（皮）質、ヘンレのワナは（髄）質にある

・原尿は近位尿細管で（80）％、遠位尿細管で（19）％再吸収される

・精管は（精巣上体）から続き、（精索中）を上行し、（鼡径管）を経て腹腔に入り、膀胱の後ろで（精管膨大部）を作った後に、（射精管）となって（前立腺）を貫き、左右別々に尿道の（前立腺部）に開く

・静止は（精細管）で作られる

・錐体路：（中心前回の運動領）→（内包）→（中脳の大脳脚）→（橋）→（延髄）→（錐体交叉）→（脊髄前角細胞）→骨格筋

・交感神経は（胸腰）系で、（前根）を通って椎間孔を出る

・副交感神経は（頭仙）系である

・真皮・皮下組織は（結合）組織なので、（中）胚葉由来

・外頚静脈は胸鎖乳突筋の（表面）を通る

・小伏在静脈は外果の（うしろ）を通り、（膝窩静）脈に注ぐ

・大伏在静脈は内果の（まえ）を通り、（伏在裂孔）から深部に入り、（大体静）脈に注ぐ

・延髄がつかさどるのは「くせ！！じゅん　こ　おう　えん　だ」（くしゃみ　せき　じゅんかん　こきゅう　おうと　えんげ　だえき）

・脳神経の覚え方は、「1かいで　2みる　3うごく　4くるまの　5みつの　6そと　7ガン　8ジー　9ぜつ　10めい　11ふく　12ぜっか」

　２２４４で間脳、中脳、橋、延髄由来。37109（みなとく）が副交感。128が感覚のみ。57109が混合。

・単層扁平上皮は（血管）や（リンパ管）の内腔を被う

・単層立方上皮は（腺）の（導管上皮）や（腺上皮）

・小腸などの粘膜上皮は（単層円柱）上皮が腸内腔を被う

・血液成分で容積比率が最大なのは（血漿）、血球成分で最大なのは（赤血球）

・ヘマトクリット値は血液中の（赤血球容積率）で、男子（４５）％、女子（４０）％

・横突肋骨窩は（胸）椎にのみ、乳頭突起は（腰）椎にのみ、副突起は（腰）椎のみ、肋骨突起は（胸）椎にのみある。前結節・後結節は（頚）椎のみ

・椎間円板は（椎体）同士の間にあり、椎間関節にあるわけではない

・肩甲上神経は（棘上）筋、（棘下）筋を支配。肩甲下神経は（肩甲下）筋、（大円）筋を支配

・腋窩神経は（三角）筋、（小円）筋を支配。筋皮神経は（上腕二頭）筋、（上腕）筋、（烏口腕）筋を支配

・脳は（内頚）動脈、（椎骨）動脈により栄養される

・胎児循環で静脈血が流れるのは（臍動脈）。動脈、静脈の混合血は（大動脈弓）内を流れる。動脈血が流れるのは（臍静脈）と（静脈管（ｱﾗﾝﾁｳｽ管））
・肝臓は（横隔膜）の下面に接する

・肝鎌状間膜は（右葉）と（左葉）を分けている

・肝の前には（方形）葉、後ろには（尾状）葉という部分がある

・腎門は腎の（内）側にあり、腎動・静脈、尿管などが通る。３つの並びは前から（静脈）、（動脈）、（尿管）

・腎動脈は（腹大動）脈の枝

・子宮筋層は（３）層である

・大脳と笑納の間を水平に入る硬膜を（小脳テント）という

・第四脳室は（橋）（延髄）（小脳）に囲まれた部分である。第三脳質は（間脳）の間にある

・外側溝は（前頭）葉と（側頭）葉と（頭頂）葉をわける

・頭頂後頭葉は頭頂葉と後頭葉と（側頭）葉をわける
・声を出すのは（迷走）神経枝の反回神経

・脊髄神経節に細胞体があるのは（感覚）神経

・小汗腺（（エクリン腺））はほぼ全身に分泌するが、（口唇）（亀頭）にはない

・皮静脈は（皮下）を走行する

・胸骨角の位置は第（４）胸椎下線の高さで、（気管分岐）部、（大動脈起始）部で、第（二）肋骨の高さ

・外分泌腺・内分泌腺は（上皮）組織で、真皮は（結合）組織
・腕尺関節には側副靭帯が（ある）

・胸郭は（胸椎）（肋骨）（胸骨）で構成される

・広背筋：起始（第七胸椎以下の棘突起）（腸骨稜）（第９～１２肋骨）、停止（小結節稜）

・小円筋は（大結節）に停止し、大円筋は（小結節稜）に停止

・前鋸筋：起始（第１～９肋骨）、停止（肩甲骨内側縁）

・心臓の弁は上から見て、前から（肺）→（大）→（僧）＝（三）の順にあり

・腕頭動脈は（頭頚）部と（上肢）の静脈血を集め、左右が合流して（上大静脈）になる

・静脈角では左右の（鎖骨下静脈）と（内頚静脈）が合流する

・奇静脈は（上大静脈）に注ぐ

・腕頭静脈は右より左が（長）い

・口腔は歯列を境として前方の（口腔前庭）と（固有口腔）にわけられる

・固有口腔の上側を（口蓋）といい、（口腔）と（鼻腔）をわける
・唇の外側は皮膚、内側は（粘膜）だが、移行部は（口唇）という

・舌の前2/3部を（舌体）、後1/3部を（舌根）といい、その境を（分界溝）という

・最大の副鼻腔は（上顎洞）

・腎小体→（近位尿細管）→直尿細管→（ヘンレのワナ）→（遠位尿細管）→（集合管）→腎盂？

・尿管壁は（粘膜）（筋層）（外膜）の３層で、筋層は（平滑）筋
・卵巣の中で卵胞が存在するのは（皮）質で、血管・神経が存在するのは（髄）質

・卵管は外側で（腹腔）に開いていて、（卵巣）とはつながっていない

・インスリン分泌細胞はランゲルハンス島（膵島）細胞の（７０）％を占める（B）細胞で、（膵尾）に多い。また細胞の（分泌顆粒）はインスリンを含む

・大脳皮質の前頭葉にあるのは（ブローカ）中枢で、（運動）性言語野である

・脊髄神経の前枝・後枝は（求心性）、（遠心性）の神経線維を通す

・灰白質が（皮）質で、（神経細胞）が多い、白質が（髄）質で（神経線維）が多い

・（中脳）（橋）（延髄）は灰白質が深部にあり、（小脳）は白質が深部にある

・角膜は（強膜）のつづき

・錘状体が最も多いのは（黄斑）、ないのは（視神経乳頭部）
・視細胞は（外）側の（脈絡膜）に面している

・（核膜）は細胞分裂時の（中）期に消失し、（終）期に現れる

・眼窩は（前頭骨）（蝶形骨）（上顎骨）（口蓋骨）（篩骨）（涙骨）（頬骨）からなる

・鼻腔は（前頭骨）（蝶形骨）（上顎骨）（口蓋骨）（篩骨）（涙骨）（鋤骨）（鼻骨）からなる

・外側翼突筋は（下顎骨）に停止し、内側翼突筋は（下顎角の内面）に停止する。起始はともに（蝶形骨翼状突起）

・側頭筋は（筋突起）に停止し、咬筋は（咬筋粗面）に停止する

・外側縦足弓は（踵骨）－（立法骨）－（第４・５中足骨）

・母指の橈側外転は（長母指外転）筋、（短母指伸）筋。尺側内転は（母指内転）筋、掌側外転は（短母指外転）筋がおこなう

・大殿筋は（殿筋粗面）に停止、中殿筋・小殿筋は（大転子）に停止、恥骨筋は（恥骨筋線）に停止、腸腰筋は（小転子）に停止

・上腕回旋動脈、胸肩峰動脈、肩甲下動脈、外側胸動脈、最上胸動脈は（腋窩）動脈の枝

・椎骨動脈、内側動脈、甲状頚動脈、肋頚動脈は（鎖骨下）動脈の枝

・上腕深動脈は（上腕）動脈の枝

・大脳動脈輪（（ウィリスの動脈輪））は（前・後交通）動脈、（前・中・後大脳）動脈、（内膜）動脈で構成され、（視交叉）（下垂体）（乳頭体）を囲む

・門脈系と体循環系が吻合するのは①（食道下部）と（噴門部）②（直腸部）③（臍部）

・食道は（輪状軟骨）および（第６-７）頚椎の高さから始まり、（第10-12）胸椎から胃まで

・大動脈弓は気管の（左側）を通る

・右肺にのみあるのは（水平裂）、左肺にのみあるのは（心圧痕）

・膀胱三角には（ヒダ）がなく、（平滑）である

・膀胱三角は左右の（尿管口）と（内尿道口）からなる

・腎門を出るものは前から（腎静脈）→（腎動脈）→（尿管）

・精巣と精管の間に（精巣上体）がある

・男性ホルモンを分泌するのは（間細胞（ライディッヒ細胞））である

・精上皮を支持し、精細胞を栄養するのは（セルトリ細胞）

・精子の産生は（精上皮）がおこなう

・精巣縦隔を作るのは（線維）性被膜の（白膜）である。これは精巣実質を（小葉）にわける

・下垂体門脈系は（視床下部）で毛細血管になった血管が（前葉）で再び毛細血管になる

・下垂体前葉は（腺）性で、後葉は（神経）性

・間脳→（中脳）→（橋）→延髄

・海馬は（大脳辺縁系）に属し、本能行動、情動に関係

・大脳核には（尾状核）、（レンズ核（被殻+淡蒼球））があり、（尾状核）と（被殻）を合わせて線状体という

・錐体外路は（赤核脊髄）路、（網様体脊髄）路、（前庭脊髄）路がある

・錐体外路系に属するのは（大脳核）（視床）（黒質）（赤核）（網様体）（前庭核）など

・錘体路は（大脳髄質）→（内包）→（中脳の大脳脚）→（橋腹側部）→（延髄の錐体）

・（頚）神経叢の皮枝は小後頭神経、大耳介神経、頚横神経、鎖骨上神経
・（白交通枝）は交感神経の節前線維が幹神経説に達する通路

・橈骨神経は上腕（背面）の橈骨神経溝を通る

・大腿神経は（鼡径靭帯）の下の（筋裂孔）を通り、大腿部に至る

・陰部神経は（梨状筋下孔）を出た後に（小坐骨孔）から再び骨盤底部に入る

・眼球の線維膜は（角膜）と（強膜）に分けられる

・眼球の血管膜は（ブドウ膜）ともいい、（虹彩）（毛様体）（脈絡膜）に分けられる

・眼球の内膜は（網膜盲部）と（網膜視部）に分かれ、前者は（虹彩）と（毛様体）の内面をおおい、鋸状縁で区切られ後者になる

・内耳の骨迷路は前から（蝸牛）（前庭）（半規管）の順にある

・コルチ器は（蝸牛管）の（内）リンパの中にある

・内リンパと外リンパは交通して（いない）

・外リンパは（骨迷路）と（膜迷路）の間を満たす

・耳管は（中耳）にある

・内耳で半規管には（膨大部）にあり、（有毛）細胞がある

・内耳で前庭には（球形嚢）と（卵形嚢）があり、（有毛）細胞があり。この細胞の毛は（平衡砂）を含むゼリー状の物質にうまっている

・蝸牛の音の流れは（前庭窓）→（前庭階）→（鼓室階）→（蝸牛窓）

・前庭階と鼓室階は（外リンパ）で満たされ、蝸牛管は（内リンパ）で満たされる

・後頭骨で体表から触れないのは（後頭顆）

・関節円板があるのは（胸鎖）（肩鎖）（顎）（橈骨手根）関節。膝は（半月）

・咬筋の作用は下顎骨の（挙上）。側頭筋は（挙上）（後方移動）。外側翼突筋は（前方移動）。内側翼突筋は（挙上）

・咀嚼筋は外から（咬）（側）（外）（内）

・脊髄神経の（前）枝は各神経叢を作り、その先の神経を作り。（後）枝は背側の筋肉や皮膚、脊柱起立筋、（大後頭）神経、（肋骨挙）筋に分布する

・線維性結合組織で密性は（真皮）（腱）（靭帯）、疎性は（膠原線維）（皮下組織）など

・二軸性関節は（鞍）関節と（楕円）関節で、それぞれ（母指手根中手）関節、（橈骨手根）関節

・椎間関節は（上関節突起）と（下関節突起）からなる

・椎間孔は（上椎切痕）と（下椎切痕）からなる
・横突起には（横突孔）があり、これは（頚）椎にある

・後縦靭帯は（椎体）にうしろ、（脊柱管）の前にある

・胸骨柄の片側には肋骨が（1.5）本くっつき、胸骨体には（5.5）本くっつく。胸骨角の部分は第（2）肋骨で、これが両方についてるから。

・前鋸筋：起始（第1～9肋骨）、停止（肩甲骨内側縁）

・心尖は左第（5）肋間、乳頭線のやや（内）側で（前胸壁）に接する

・（冠状溝）は心房と心室の間にある

・心臓の静脈の大部分は（冠状静脈洞）に集まり、（右心房）に注ぐ

・冠状動脈は（大動脈）からわかれる

・外頚動脈は（上甲状腺）（舌）（顔面）（浅側頭）（顎）（後耳介）（後頭）（上行咽頭）動脈にわかれる

・内頚動脈は（眼）（前大脳）（中大脳）動脈にわかれ、また（大脳動脈輪）を作る

・大脳動脈輪は（視交叉）（下垂体）（乳頭体）を取り囲む

・大脳動脈輪は（前後）交通動脈、（前・中・後）脳動脈、（内頚）動脈で構成されている

・歯と歯槽部の断面を見ると、歯槽から歯の内部に向かって歯肉＞（歯槽骨）＞（歯根膜）＞（セメント質）＞（象牙質）＞（歯髄）である。エナメル質は内側で（象牙質）とのみ接している
・パイエル板は主に（回腸）にある

・壁側胸膜は（肋骨）（横隔）（縦隔）胸膜の三つからなる。臓側胸膜は（肺）胸膜のこと

・GHは（成長）ホルモンのこと

・左右の大脳半弓を結ぶのは（交連）線維で、（脳梁）などがある

・大脳皮質と脳幹・脊髄を結ぶのは（投射）線維で、（内包）（大脳脚）などがある

・大脳の同一半球間を結合するのは（連合）線維
・（脳弓）は乳頭体から海馬？？？にいたり、海馬の興奮を乳頭体に伝える下行性伝導路

・側脳室の（脈絡叢）で分泌された脳脊髄液は間脳の（第三脳室）→（中脳水道）→（第四脳室）→（くも膜下腔）and（脊髄中心管）の順にめぐる

・動眼神経の副交感神経は（毛様体）筋と（瞳孔括約）筋を支配する

・肋間神経は（肋間）筋と（腹直）筋を支配。外腹斜筋、内腹斜筋、腹横筋、前斜角筋は（頚神経）の前枝が支配

・網膜は（視細胞）つまり（杆状体）と（錘状体）と、中継する細胞、中枢へ送る細胞からなり、外から順に（視）細胞層、（双極）細胞層、（視神経）細胞層からなる

・腋窩は（大胸）筋、（広背）筋、（側胸）筋、（上腕内側上端）で囲まれる

・大伏在静脈は下腿-大腿の（内側）を上行して（伏在裂孔）より（大腿）静脈に入る

・小伏在静脈は下腿（後）側を上行して（膝窩）静脈に入る

・外頚静脈は主に頭皮の（後頭部）領域の静脈を集めて（側頭部）を下降し、（鎖骨下）静脈に入る。または（内頚）静脈との合流部に入る

・橈側皮静脈は（三角胸筋溝）を通って鎖骨の下で（腋窩）静脈に入る

・脊髄神経節は（感覚）性神経細胞で、交感神経節は（自律）神経細胞があるところである
・腱の主成分は（膠原）線維で、それ以外に（弾性）線維もある

・頭蓋底を除く頭蓋骨と鎖骨は（結合組織性（膜性））骨化で作られる。これを（付加）骨という

・横隔膜は（腰椎）（肋骨）（胸骨）から起こり、大動脈裂孔は（下行大動脈）（交感神経）（胸管）が通り、食道裂孔を（食道）（迷走神経）が通り、大静脈孔を（下大静脈）が通る

・坐骨孔は（仙棘）靭帯と（仙結節靭帯）により作られる

・小坐骨孔を通るのは（内閉鎖）筋と（陰部）神経

・梨状筋上孔を通るのは（上殿動・静脈）と（上殿神経）

・梨状筋下孔を通るのは（坐骨神経）（下殿動・静脈）（下殿神経）（内陰部動・静脈）（陰部）神経

・膝関節包は（内側側副靭帯）と結合している

・尿道は（陰茎）海綿体ではなく、（尿道）海綿体の中を通る

・男性は鼡径管を（精索）が通り、その中を（精管）（精巣動・静脈）（精巣挙筋）（神経）が通る。女性は（子宮円索）が通る

・カルシトニンは（甲状腺傍ろ胞細胞）から分泌される

・視交叉は（間脳）にある

・大腿の内転筋のうち、（恥骨）筋のみ（大腿）神経支配

・中耳と連絡しているのは（咽）頭

・味蕾は（茸状）（葉状）（有郭）乳頭にある

・髄質（（深）部）が白いのは（大脳）と（小脳）で、（有髄神経線維）が集まる

・灰白質の部分は（神経細胞体）である
・蝶形骨には（卵円）孔、（正円）孔、（視神経）管、（上眼窩裂）、（棘）孔がある
・鼻腔は（鼻骨）×２、（前頭骨）×１、（篩骨）×１、（蝶形骨）×１、（下鼻甲介）×２、（上顎骨）×２、（口蓋骨）×２、（鋤骨）×１からなる

・小胸筋は第２～５肋骨から始まり、（烏口突起）に停止する

・大胸筋は鎖骨内側1/2、胸骨、肋軟骨、腹直筋鞘からおこり、（大結節）に停止する

・大腿屈筋群とは（ハムストリングス）のこと

・総肝動脈は（腹腔）動脈の枝

・上鼻道には（篩骨洞）の後方群、下鼻道には（鼻涙管）、中鼻道には（上鼻洞）、（前頭洞）、（篩骨洞）の前方群が開口する

・腎錐体の先端には（腎乳頭）があり、（腎杯）に包まれ、（腎孟）に続く

・内尿道口周囲には（膀胱）括約筋があり、（平滑）筋である

・尿道隔膜部周囲には（尿道）括約筋があり、（横紋）筋である

・精子は（曲精細管）の内側を構成する（精上皮）で産出される

・精液の大部分は（精嚢）で（果糖）から作られる

・副腎皮質は（中）胚葉性で、（ステロイド）ホルモンを分泌するが、副腎髄質は（外）胚葉性で（カテコールアミン）を分泌する

・錐体交叉は（延髄）にある
・下神経は（下顎）神経の枝で、さらに（三叉）神経が大元である

・単層扁平上皮は（血管内皮）、（リンパ管内皮）、（漿膜内皮）など

・月状骨は舟状骨、三角骨、（有頭）骨、（有鉤）骨と接する。舟状骨は（大・小菱形）骨と接する

・単関節は（2）個の骨で作られ、（股）（肩）（指節間）関節がある

・大転子は（大腿骨殿筋粗面）、（腸脛靭帯）に停止。大転子に停止するのは（中・小殿筋）

・大胸筋は（大結節稜）に停止。小胸筋は（烏口突起）に停止。鎖骨下筋は起始が（第一肋骨）、停止が（鎖骨）

・表情筋はすべて（顔面）神経支配

・鎖骨下動脈の枝は「ツナコロッケ」　ツ（椎骨）動脈、ナ（内胸）動脈、コ（甲状頚）動脈、ロッケ（肋頚）動脈

・心尖は（左心室）に属する。冠状動脈洞は（右心房）に注ぐ

・胃底の上端は（左第五肋骨）の高さに達する

・胃の（小）弯の幽門側にあるくびれを（角切痕）といい、（癌）が好発する

・胃の筋層は（３）層

・ヒモは（結腸）に（３）つあり、（大網、間膜、自由）

・喉頭軟骨で対なのは（披裂）軟骨のみ

・披裂軟骨の（前）端から（甲状）軟骨に向かって声帯ヒダが張る

・右肺は上・中葉を（水平裂）で、中・下葉を（斜裂）で分ける。左肺は（斜裂）のみ

・腎髄質にあるのは（ヘンレのワナ）と（集合管）

・尿管壁は（３）層で、（粘膜、筋層、外膜）

・長さは尿道より尿管が（長）い

・前立腺管は（尿道）に開口する

・精巣上体は（３）部に区分され、それぞれ（頭、体、尾）

・子宮体から子宮頚に移行する部分を（子宮狭窄）部といい、子宮内膜の表層は（機能）層で、（月経）の際に壊死する

・アミンホルモンは「ずい（副腎髄質）ぶん、まつ（松果体）わ」

・副腎皮質は（中）胚葉性、髄質は（外）胚葉せい

・副腎皮質は外側から（球）状帯、（束）状帯、（網）状帯

・運動性言語野は（ブローカ）中枢で、（前）頭葉。感覚性言語野は（ウェルニッケ）中枢で（側頭）葉

・左右の大脳半球をわけるのは（大脳縦裂）

・錘体路は（皮質核）路と（皮質脊髄）路にわけられる

・錐体外路は（赤核脊髄）路、（網様体脊髄）路、（前庭脊髄）路がある

・眼球運動を支配するのは（動眼）神経、（滑車）神経、（外転）神経

・滑車神経は（上斜）筋。外転神経は（外側直）筋、動眼神経はそれ以外を支配する

・顎下腺、舌下腺は（顔面）神経支配、耳下腺は（舌咽）神経、腸管は（迷走）神経が支配
・皮膚腺（汗腺など）はすべて（外）胚葉性

・毛とは多量の（ケラチン）を含んだ角化細胞からなる角質器

・マイスネル小体は（真皮）にあり、（触）覚の受容器

・内圧は（側）頭骨の中にある

・視覚の盲点は（視神経乳頭）。最も視覚が鋭いのは（黄斑）

・拍動がふれるのは（顔面）（浅側頭）（後頭）（総頚）（鎖骨下）（腋窩）（上腕）（橈骨）（尺骨）（大腿）（膝窩）（後脛骨）（足背）動脈

・内肋間筋は（外肋間筋）の下層にある

・甲状腺の腺上皮は（単層立方）上皮

・脂腺は（表皮）の一部なので、（外）胚葉由来、嗅上皮は（外）胚葉、耳管上皮は（内）胚葉

・横隔膜を貫くのは、前から（大静脈孔）（食道裂孔）（大動脈裂孔）　「静かな食動」
・横隔膜のところで、胸管は（大動脈裂孔）を通る。迷走神経は（食道裂孔）を通る。交感神経叢は（大動脈裂孔）を通る

・錐体筋：起始（恥骨）、停止（白線）

・（内腹斜）筋は鼡径管に入って精巣挙筋になる

・小結節稜に停止するのは（広背）筋と（大円）筋。小結節に停止するのは（肩甲下）筋、大結節に停止するのは（棘上）（棘下）（小円）筋。大結節稜に停止するのは（大胸）筋

・第二中手骨底に停止するのは（長橈側手根伸）筋と（橈側手根屈）筋

・臍静脈は生後閉鎖して（肝円索）になる

・膀胱（内面）は空虚な時にヒダがあるが、膀胱（三角）は常に平滑

・脳頭蓋を構成する骨は（６）種（８）個

・大動脈弓は気管の（前方）に位置する

・副鼻腔で、眼の下にあり、一番大きいのが（上顎）洞で、（中鼻）道に開口

・副鼻腔で、眼の間にあり、鼻の上にあるのが（蝶形骨）洞

・副鼻腔で、眼の間でこまかいのがたくさんあるのは（篩骨）洞で、前方は（中鼻）道、後方は（上鼻）道に開口

・副鼻腔で、眼の上で一対なのは（前頭）洞で、（中鼻）道に開口

・外頚動脈の枝は「外で事故！（上甲状腺動脈）。舌（舌動脈）・顔面（顔面動脈）血だらけジョー（上行咽頭動脈）こ（後頭動脈）こ（後耳介動脈）泉（浅側頭動脈）岳（顎動脈）寺に終わる」とおぼえる・・・・・・無理か？

・黄体形成ホルモンは男性では（精巣）に働きかけ、（アンドロゲン）の分泌を促進する

・蝸牛神経は蝸牛軸で（ラセン）神経節をつくる

・下大静脈は左右の（総腸骨）静脈が合流し、（右）精巣or卵巣静脈が合流。他にも（下横隔）（腰）（肝）（腎）（副腎）静脈が合流する。ちなみに（左）精巣or卵巣静脈は（腎）静脈に入る
・言語中枢は右利きの９５％、左利きの６５％で（左）側にある

・後腹膜器官は、「真っ直ぐ（直腸）な12（十二指腸）の階段、上って（上行結腸）下って（下行結腸）水（膵臓）神（腎臓）様と女官（尿管）に副（副腎）来る」

・右冠状動脈は（後室間枝）となり、左冠状動脈は（前室間枝）と（回旋枝）になる　「うこうさぜんかいせん」

・（内頚）静脈と（鎖骨下）静脈が合流して左右の腕頭静脈になる

・人体に一つしかないのは（正中）面

・硝子軟骨は（肋）軟骨、（関節）軟骨、（気管）軟骨、（披裂）軟骨、（甲状）軟骨

・弾性軟骨は（耳介）軟骨、（喉頭蓋）軟骨

・線維軟骨は（関節円板）、（椎間円板）、（恥骨結合）

・軟骨結合とは両骨が（硝子）軟骨で結合されるもので、（骨端軟骨）結合や幼児の（頭蓋底）の（蝶後頭軟骨）結合など

・ヘモグロビンの寿命は（120）日。核は（ない）。男性は（500）万個、女性は（450）万個

・心筋は（横紋）筋だが、（単）核細胞

・真皮は（結合）組織なので（中）胚葉由来

・栄養孔は細い血管が骨に出入りするための開口部で、（骨端部）に多く認められるが、（骨幹）にも認められる。（関節面）にはない
・胸椎だけにある突起は（横）突起。腰椎だけにある突起は（乳頭）突起、（副）突起、（肋骨）突起

・胸骨角の両側は第（２）肋骨が連結する
・肩関節の関節窩と骨頭の大きさの比は（1：3）～（1：4）

・胸鎖関節は一種の（鞍）関節だが、（関節円板）の存在により（球）関節様に機能する

・恥骨大腿靭帯は関節包の（前面）を補強する。坐骨大腿靭帯は関節の（後面）を補強する。腸骨大腿靭帯は最強の靭帯で、関節包の（前面）を補強する

・眼窩上孔があるのは（前頭）骨。眼窩下孔があるのは（上顎）骨、オトガイ孔があるのは（下顎）骨
・蝶形骨には（トルコ鞍）、（視神経）管、（頚動脈）溝、小翼、大翼、（翼状）突起、（正円）孔、（棘）孔、（卵円）孔、（翼突）管
・脳頭蓋は（後頭骨）、（蝶形骨）、（側頭骨）、（頭頂骨）、（前頭骨）、（篩骨）。「前後の蝶、即いただき！」

・顔面頭蓋は（下鼻甲介）、（涙骨）、（鼻骨）、（鋤骨）、（上顎骨）、（口蓋骨）、（頬骨）、（下顎骨）、（舌骨）

・眼窩を構成するのは「今日（頬骨）、前（前頭骨）工（口蓋骨）場（上顎骨）長（蝶形骨）が涙（涙骨）し（篩骨）た」　

・頚動脈三角を構成するのは「今日は角煮！幸福、健康」　胸鎖乳突筋、顎二腹筋後腹、肩甲下骨筋

・側頭骨には（頚動脈）管や（外耳）孔、（内耳）孔、（乳様）突起、（頬骨）突起、、S状洞溝、錐体、錐体尖、下顎窩があり、側頭面は（鱗）部という
・頭頂骨と蝶形骨の間には（前側頭泉）門。頭頂骨と側頭骨乳突部の間には（後側頭泉）門。前頭骨と頭頂骨の間には（大泉）門。頭頂骨と後頭骨の間には（小泉）門がある
・咬筋の起始は（頬骨弓）、停止は（咬筋粗面）。側頭筋の起始は（側頭鱗）、停止は（筋突起）。外側翼突筋の起始は（蝶形骨翼状突起）、停止は（下顎頚）。内側翼突筋の起始は（蝶形骨翼状突起）、停止は（下顎角の内面）
・顎下三角を通るのは「画家さん（顎下三角）でか（舌下神経）した（舌神経）！千（顎下腺）里（顎下リンパ節）眼（顔面動動脈）」

・頚動脈三角を通るのは「計算（頚動脈三角）によると、騒動（総頚動脈）が静まっている内に（内頚静脈）に瞑想（迷走）できるはず」
・筋三角を通るのは「金さん（筋三角）が、千両（浅頚リンパ節）箱を下にさげる（舌骨下筋群）」
・鵞足につく筋肉は「鵞鳥（鵞足）は版権（半腱様筋）薄い（薄筋）ほう（縫工筋）」

・内頚動脈の枝は「無い毛（内頚動脈）のウィリス（ウィリスの動脈輪）、眼（眼動脈）の前（前大脳動脈）でチュー（中大脳動脈）

・外頚動脈の枝は「甲状（上甲状動脈）に朝（浅側頭動脈）顔（顔面動脈）隠（顎動脈）した（舌動脈）」

・腋窩を構成する筋は「胸の大きな（大胸筋）後輩（広背筋）は、ダイエー（大円筋）でノコギリ（前鋸筋）販売」

・二重神経支配の筋は「二人の（二重）紳士が（伸指屈筋）田んぼ（短母指屈筋）で虫取り（虫様筋）」　全部（正中）+（尺骨）
・大・小胸筋は（内・外側胸）神経の支配をうける

・前鋸筋は（長胸）神経の支配をうける

・腹直筋は（肋骨）神経支配
・頭と顔の境界は（鼻根）－（眉）－（外耳孔）
・顔と頚の境界は（下顎骨下縁）－（乳様突起）－（外後頭隆起）

・頚と胸の境界は（胸骨上縁）－（鎖骨上縁）－（肩峰）－（第７頚椎棘突起）

・胸と腹の境界は（胸骨下端）－（肋骨弓）－（第１２胸椎の棘突起）

・上肢の境界は（三角胸筋溝）－（三角筋の起始縁）－（腋窩）

・下肢の境界は（鼡径溝）－（上前腸骨棘）－（腸骨稜）－（尾骨）－（殿裂）－（陰部大腿溝）

・細胞膜は（蛋白質）と（リン脂質）からなる

・核小体は（リボゾームRNA）の合成と貯蔵の場

・多列上皮は（気道）上皮が有名

・血小板は骨髄中の（巨核球）からできる。赤血球は骨髄中の赤血球系の（幹細胞）からできる

・腎は（泌尿生殖器）系であり、尿路ではないので（中）胚葉由来

・含気骨は（上顎骨）、（前頭骨）、（篩骨）、（蝶形骨）、（側頭骨）

・短骨は（手根骨）、（足根骨）、（椎骨）

・扁平骨は（頭頂骨）、（前頭骨）、（後頭骨）、（肩甲骨）

・骨組織は（骨細胞）と（骨基質）からなり、後者は（膠原線維）と多量の（リン酸カルシウム）を含む

・海綿骨は骨の内部に見られ、薄い（骨梁）構造をなし、その内にある小腔は（骨髄）で満たされ、長骨の（骨端部）に多い

・骨の発生には、間葉細胞から直接できる（膜内骨化）と、間葉細胞が一度軟骨になってから骨になる（軟骨性骨化）がある

・血液のうち血球は（40～45）％、血漿は（55～60）％

・赤血球の直径は（7～8）μｍ（（ミクロン））
・血小板の寿命は（４日）で、数は（13～35）万/ｍｍ3
・副腎皮質は外側から（球、束、網）

・腰三角は（広背筋）（外腹斜筋）（腸骨稜）でできている

・肝細胞で分泌された胆汁は毛細血管→（肝小葉）→（小葉間胆管）→（肝管）→総肝管

・胆嚢三角は（カロー三角）といい、（胆嚢）動脈が走る

・黄体はやがて（白体）となって消える

・精管は射精管となり、尿道前立腺部の（精丘）に開口する

・耳下腺は（舌咽）神経。涙腺・顎下腺・舌下腺は（顔面）神経

・毛様体筋と瞳孔括約筋は（動眼）神経支配

・オリーブ核は（延髄）、菱形窩は（橋）、錐体交叉は（延髄）、視交叉は（間脳）にある

・動脈と静脈の形態を唯一直接観察できるのは（網膜）中心動・静脈

・眼房水は（毛様体）からでて（強膜静脈動）から（眼）静脈に吸収される

・耳管咽頭口があるのは咽頭（鼻）部

・正中面は、どまんなかを通る（矢状）面

・脊柱に最初からある一次彎曲は（胸・仙）の（後）彎で、後に形成される二次彎曲は（頚・腰）の（前）彎

・前にあるのが（大）泉門。うしろが（小）泉門

・僧帽筋は（肩甲棘）（肩峰）（鎖骨外側1/3）に停止する

・母指球筋は「たんがい（短母指外転筋）、たんぼ（短母指屈筋）でたい（母指対立筋）ない（母指内転筋）」

・腹大動脈の枝は「ふっくら（腹腔）した課長さん（下腸間膜）じょうちょ（上腸間膜）あふれる人（腎）生（精巣or卵巣）で、腰（腰）をすえて顔を書く（下横隔）」

・固有口腔に主に唾液を供給する大唾液腺は（舌下）腺と（顎下）腺。口腔前庭には（耳下）腺が唾液を供給する

・肝細胞で分泌された胆汁の通路は（毛細胆管）→（小葉間胆管）→（肝管）→（総肝管）
・甲状軟骨は（硝子）軟骨、輪状軟骨は（硝子）軟骨、気管軟骨は（硝子）軟骨、喉頭蓋軟骨は（弾性）軟骨

・肺尖は鎖骨の（上）方２～３ｃｍにある

・肺底は（横隔膜）に接する

・扁平肺胞上皮は（単）層扁平上皮

・（大肺胞）上皮細胞は肺胞内腔に界面活性剤を分泌する

・腎筋膜は前腎筋膜と後腎筋膜があり、（腎臓）と（副腎）を包む

・腎の重さは左のほうが（重）。右の方が（下）に存在する

・頭蓋骨の骨膜にあたるのは（硬）膜

・脳脊髄液は（クモ膜下腔）を流れ、（クモ膜顆粒）を介して（硬膜静脈洞）に吸収される

・小脳は（分子）層、（神経細胞（プルキンエ））層、（顆粒）層の３層からなる

・左右の小脳を結ぶ部分を（虫部）という

・小脳は上・中・下の小脳脚でそれぞれ（中脳）（橋）（延髄）と連結している

・咀嚼筋は（三叉）神経支配

・骨盤内臓神経は（排便）（排尿）（勃起）に関与する副交感神経

・白内障では（水晶体）が白濁する

・眼球は内側から（網）膜、（脈絡）膜、（線維）膜で、線維膜の前部1/6は（角膜）。後部5/6は（強膜）

・耳管（鼓室）口と耳管（咽頭）口がつながっている

・上腕動脈が触れるのは（上腕二頭筋内側）、後脛骨動脈が触れるのは（内果のうしろ）、足背動脈が触れるのは足背の（長母指伸筋腱）と（長指伸筋腱）の間。
　大腿動脈が触れるのは（上前腸骨棘）と（恥骨）の間。肘動脈が触れるのは（肘窩）

・仙骨裂孔は仙骨の（下部）にあり、（尾骨）と接するあたり

・橈骨・尺骨以外に茎状突起があるのは（側頭）骨

・頭蓋は（15）種（23）個で、脳頭蓋（6）種（8）個、顔面頭蓋（9）種（15）個

・頭蓋冠は（4）種（6）個

・咬筋は（頬骨弓）→（下顎骨）の（咬筋粗面（下顎角のあたり））

・側頭筋は（側頭鱗）→（筋突起）

・外側翼突筋は（蝶形骨翼状突起）→（下顎頚）

・内側翼突筋は（蝶形骨翼状突起）→（下顎角の内面）

・伸筋支帯には（10）本の腱が（6）つの導管に分かれて通過している

・（内）胚葉由来の尿路とは（膀胱）と（尿道）のみ。腎臓と尿管は（中）胚葉由来

・消化器とは（胃）（腸）（肝臓）（膵臓）

・呼吸器とは（喉頭）（気管）（気管支）（肺）
・心尖拍動の位置は左第（５）肋間、乳頭線の（内）側で（前胸壁）に接する

・最上胸動脈は（腋窩）動脈の枝。最上肋間動脈は（鎖骨下）動脈の枝の（肋頚）動脈の枝。肩甲上動脈は（鎖骨下）動脈の枝の（甲状頚）動脈の枝、肩甲下動脈は（腋窩）動脈の枝

・頭蓋で１つしかないものは「前（前頭骨）校（後頭骨）長（蝶形骨）が女（鋤骨）子（篩骨）の下顎（下顎骨）をなめた（舌骨）」

・（外側）輪状披裂筋が収縮すると声門が閉じ、（後）輪状披裂筋が収縮すると開く

・腎小体＝（マルピギー）小体で、これは（糸球体）と（ボーマン嚢）からなる　腎小体+（尿細管）＝（腎単位（ネフロン））
・副腎は外から（球）、（束）、（網）状帯で、それぞれ（電解質コルチコイド）、（糖質コルチコイド）、（アンドロゲン）を分泌

・仙骨神経叢支配なのは（上双子）筋、（下双子）筋、（大腿方形）筋、（内閉鎖）筋、（梨状）筋

・大腿二頭筋短頭は（総腓骨）神経、長頭は（腓骨）神経、半腱・半膜は（脛骨）神経

・耳下腺を支配するのは（舌咽）神経の（耳）神経節、顎下腺と舌下腺は（顔面）神経の（顎下）神経節

・大後頭神経は第（２）頚神経後枝

・腕神経叢の外側神経束を形成するのは（上）神経幹・（中）神経幹の浅層。浅層内側神経束を形成するのは（下）神経幹の浅層

・（虹彩）は血管と色素細胞に富み、眼の色を決める

・臀部の筋肉注射は（上外側）に行う。三角筋は（前上方）。三角筋の（後内側）は禁忌

・下肢長は長いクロスと短いストレート　上前～内果　大転～外果
・咀嚼筋は（三叉）神経の枝の（下顎）神経の運動枝が司る

・ショパール関節は（踵骨）（距骨）（立方骨）（舟状骨）からなる

・リスフラン関節は、全（中足骨）、全（楔状骨）、（立方骨）からなる

・伸筋支帯のトンネルは、橈側からトンネル１に（長母指外転）筋腱、（短母子伸）筋腱。トンネル２に（長橈側手根伸）筋腱、（短橈側手根伸）筋腱。
　トンネル３に（長母指伸）筋腱。トンネル４に（示指伸）筋腱、（指伸）筋腱。トンネル５に（小指伸）筋腱。トンネル６に（尺側手根伸）筋腱

・胸大動脈の臓側枝は（気管支）動脈、（食道）動脈
・胸大動脈の壁側枝は（肋間）動脈

・腹大動脈の臓側枝は（腹腔）動脈とその枝の（左胃）動脈、（総肝）動脈、（脾）動脈。（上腸間膜）動脈とその枝の（下膵十二指腸）動脈、（小腸）動脈

　（中結腸）動脈、（右結腸）動脈、（回結腸）動脈。（下腸間膜）動脈とその枝の（左結腸）動脈、（S字結腸）動脈、（上結腸）動脈。（腎）動脈、（精巣or卵巣）動脈。

・腹大動脈の壁側枝は（下横隔）動脈、（腰）動脈

・心膜は（線維）性心膜と（漿膜）性心膜の２層である

・半奇静脈は（奇）静脈と（腕頭）静脈に入り、奇静脈は（上大）静脈に入る。半奇静脈は脊柱の（左）側、奇静脈は（右）側を通る

・下大静脈の壁側根は（下横隔）静脈と（腰）静脈・・・・・腹大動脈の壁側枝と同じ
・下大静脈の臓側根は（肝）静脈、（胃）静脈、（副腎）静脈、（精巣or卵巣）静脈

・下肢の皮静脈は（大伏在）静脈と（小伏在）静脈で、前者は足の（内）側縁の足背および足底静脈網より出て、下腿・大腿の（内）側を上行し、（伏在裂孔）より（大腿）静脈に入る。後者は足の（外）側縁の足背および足底静脈網から起こり、下腿（後）側を上行して（膝窩）静脈に入る
・機能的終動脈では（梗塞）が起こりやすく、これは（脳）（心臓）（脾臓）（腎臓）などにみられる

・大腿静脈は（外腸骨）静脈に入る。これは（総腸骨）静脈に入る
・胎児の静脈血は（内腸骨動）脈からでる（臍動脈）が胎盤に走り、ここで動脈血になり（臍静脈）を通り、（静脈管（アランチウス管））ともう一本に別れ、

　最終的に（右心房）に入り、静脈血と混ざる。ここでは大部分の混合血液は（心房）中隔にある（卵円孔）を通って（左心房）に入り、上行大動脈に入る
　左心房に入らなかった混合血は右心室に入り、肺動脈に送られる。そしてその大部分は（動脈管（ポタロー管））を経て、上行大動脈からの血液と合流

・生後閉鎖して肝円索となるのは（臍静脈）

・右リンパ本幹には（頚）リンパ本幹、（鎖骨下）リンパ本幹、（右気管支縦隔）リンパ本幹が集まり、右の（静脈角）に流れる。つまり右上半身のリンパを集める
・左リンパ本幹には（腸）リンパ本幹、（腰）リンパ本幹が集まり、（乳ビ槽）を形成した後に（胸管）となり、左の（静脈角）に流れる。つまり左上半身と下半身のリンパを集める

・脾臓は（リンパ球）の産生を行うが、内部は（血液）が流れている。古い（赤血球）はここで破壊される

・咽頭と交通している耳は（中耳）

・ランゲルハンス島が多く分布しているのは膵（尾）

・肝臓の無漿膜野があるのは肝臓の（上）面で、（横隔膜）に接している

・腎葉は（皮質）と（腎錐体）からなる

・膀胱壁には内（縦）、中（輪）、外（縦）の三層構造を持つ
・腎小体で糸球体を形成する細動脈が出入りする側を（血管）極、ボーマン嚢から尿細管への連結側を（尿管）極という

・腎動脈は５つの（区域）動脈→（葉間）動脈→（弓状）動脈→（小葉間）動脈→（輸入細）動脈→腎小体に入り、毛細血管網である（糸球体）を形成→（輸出細）動脈として腎小体を去る→再度毛細血管→（小葉間）静脈→（弓状）静脈→（葉間）静脈→腎静脈

・子宮の固定は（子宮広間膜）、（子宮頚横靭帯）、（仙骨頚靭帯）、（恥骨頚靭帯）、（子宮円索）、（肛門挙筋）が行う

・子宮壁は（粘膜、筋層、漿膜）の（３）層

・子宮の粘膜は子宮（内膜）とも呼ばれ、（重曹扁平）上皮。表層の（機能）層と深層の（基底）層に区別される
・子宮の筋層は厚い平滑筋層で、内（縦）層、中（輪）層、外（縦）層の３つにわけられる

・子宮の漿膜は子宮（外膜）とも呼ばれ、腹膜の一部で、（単層扁平）上皮と結合組織からなる

・脳脊髄膜のうち（硬）膜には大脳鎌、小脳テント、硬膜静脈洞などがある。脳の静脈血は硬膜静脈洞を介して（内頚）静脈に入る
・脳脊髄液は（脈絡叢）で作られ、（クモ膜顆粒）を介して（硬膜静脈洞）に吸収される

・松果体は（間脳）の後ろに位置する

・三叉神経のは三叉神経節を作り、（眼）神経、上顎神経、下顎神経に分かれる。上顎神経は（正円孔）を通り、下顎神経は（卵円孔）を通る
・膝窩筋は下腿の（屈曲）と脛骨の（内旋）をおこなう
・気管粘膜上皮は（多列線毛円柱）上皮
・口周囲の筋で最も深層にあるのは（頬）筋

・舌骨上筋群のうち、舌下神経支配は（オトガイ舌骨）筋

・半月裂孔、上鼻甲介、中鼻甲介は（篩）骨にある

・（下）鼻裂孔は独立した骨である

・前・中斜角筋は第（１）肋骨に停止し、後斜角筋は第（２）肋骨に停止する

・（胸鎖乳突）筋の前縁と（下顎骨）の下縁、および（正中線）からなる前頚三角には（顎下）三角、（頚動脈）三角、（筋）三角がある

・頚動脈三角は（肩甲舌骨）筋上腹、（胸鎖乳突）筋前縁、（顎二腹）筋後腹で作られ、（総頚動静脈）（内頚動脈）（迷走神経）が通る

・顎下三角は（下顎骨）と（顎二腹）筋両腹からなり、（顎下腺）（顎下リンパ節）（顔面動静脈）（舌下神経）（舌神経）が通る

・筋三角は（胸鎖乳突）筋、（肩甲舌骨）筋上腹、（正中線）からなり、（舌骨下筋群）（浅頚リンパ節）が通る

・横隔膜の３つの孔は前から（大静脈）孔、（食道裂）孔、（大動脈裂）孔

・大静脈孔には大静脈、食道裂孔には食道と（迷走神経）、大動脈裂孔には下行大動脈と（交感神経）（胸管）が通る

・腋窩神経支配は（三角）筋、（小円）筋

・脳神経のうち、（3,4,6,11,12）番は運動神経。（1,2,8）番は感覚神経　それ以外は運動神経+感覚神経
・「タバチュール」や「嗅ぎたばこいれ」と呼ばれるのは（橈側小窩）

・鼡径靭帯の（外）側に筋裂孔があり、（腸腰筋）と（大腿神経）が通る。（内）側に血管裂孔があり、（大腿動静脈）が通る

・咀嚼筋で顎を後方に移動させるのは（側頭）筋

・心臓に近い太い動脈を（弾）性動脈、細い動脈は（筋）性動脈という

・三尖弁は（前）尖、（後）尖、（中隔）尖からなる

・肺動脈弁は（前）（左）（右）の３つの半月弁からなり、大動脈弁は（左）（右）（後）の３つの半月弁からなる

・中心静脈と（後）室間枝は伴行するところがあり、大心静脈と（前）室間枝は伴行するところがある

・心房ブロックとは（房室）系が遮断された状態

・食道は（頚）（胸）（腹）部にわかれ、（胸）部が一番長い

・噴門は第（１１胸）椎の高さにあり、幽門は第（１腰）椎の右前方に位置。胃底の上端は左第（５）肋骨の高さにある

・十二指腸潰瘍の好発部位は十二指腸（球）部

・ラセンヒダは（胆嚢）にある

・尿管は卵管の（後）方を通る

・左静脈角に流入するのは（胸管）、右静脈角に流入するのは（右リンパ本幹）

・副腎皮質は（中）胚葉由来。副腎髄質は（外）胚葉由来

・副腎皮質の網状帯から出るのは（テストステロン）が多く、男でも女でも（男）性化を促す

・糖質コルチコイドは（血糖）の上昇作用や（抗炎症）作用がある

・電解質コルチコイドは血中の（ナトリウム）（カリウム）の平衡維持に作用する

・視覚は（上）丘を通り、（外）側膝状体へ。聴覚は逆
・左右の（視床）の間に第三脳質がある

・頚神経叢の皮枝は（小後頭）神経、（大耳介）神経、（頚横）神経、（鎖骨上）神経

・頚神経叢の筋枝は（頚神経ワナ）とよばれるループを形成し、舌骨下筋群（（胸骨甲状）筋、（甲状舌骨）筋、（胸骨舌骨）筋、（肩甲舌骨）筋）と（オトガイ舌骨）筋へ分布する

・（脛骨）神経は内側足底神経と外側足底神経にわかれる。内側足底神経は（母指外転）筋、（短母指屈）筋、（短指屈）筋、（第一虫様）筋を支配。外側足底神経は（足底方形）筋、（小指外転）筋、（短小指屈）筋、（小指対立）筋、（背・底側骨間）筋、（第２～４虫様）筋、（母指内転）筋を支配

・外リンパは（骨迷路）と（膜迷路）を満たす

・半規管は（前庭）につらなる

・蝸牛管は（内リンパ）で満たされ、内部に（コルチ器）がある。この装置は感覚上皮である（有毛細胞）を含む

・脂腺は（手掌）と（足底）にはない

・筋の補助装置は（筋膜）（筋支帯）（滑液包）（種子骨）（筋滑車）

・骨の栄養孔は（骨端部）に多いが、（骨幹）にもみられる。ただし（関節面）には見られない

・第一肋骨の上面は前から（鎖骨下静脈）（前斜角筋結節）（鎖骨下動脈）（腕神経叢）（中斜角筋）がある

・耳状面のすぐ近くに（下後）腸骨棘がある

・大腿の内転筋で坐骨結節が起始なのは（大内転）筋のみ

・大腿方形筋：起始（坐骨結節）停（転子間稜）

・精巣挙筋になるのは（内腹斜）筋

・三角筋と大胸筋によって作られる溝を（三角胸筋）溝といい、（橈側皮静脈）が通る

・梨状筋上孔は（上殿動静脈）（上殿神経）が通り、下孔は（坐骨神経）（下殿動静脈）（下殿神経）（内陰部動静脈）（陰部神経）が通る

・長腓骨筋は（前脛骨）筋と同じく、（内側楔状骨）と（第一中足骨底）に停止する

・足の母指球筋は（母指外転筋）（短母指屈筋）（母指内転筋）

・足の小指球筋は（短小指屈筋）（小指外転筋）（小指対立筋）
・足の中足筋は（短指屈筋）（足底方形筋）（虫様筋）（骨間筋）

・右心房には（上・下大静脈）と（冠状静脈）が入る

・心膜は外層の（線維性）心膜と内層の（漿膜性）心膜からなる

・心嚢は（線維性）心膜と（漿膜性）心膜の（壁）側板を合わせたもの

・心外膜は（漿膜性）心膜の（臓）側板

・肝円索になるのは（臍静脈）

・消化管の粘膜は上から（粘膜上皮）－（粘膜固有層）－（粘膜筋板）－（粘膜下組織）

・乳歯は（20）本、永久歯は（32）本

・永久歯で最初に出るのは（第一大臼歯）で、（6～7）才

・耳下腺は（耳下腺乳頭）。顎下腺、舌下線は（舌下小丘）に開口する

・十二指腸空腸曲を固める（トライツ）靭帯は（十二指腸提）筋ともいい、（平滑筋）をふくむ靭帯である

・小腸の（腸腺）は（腸陰窩）ともいい、粘膜の穴の部分で、別名（リーベルキューン腺）

・（横行）結腸と（S状）結腸は結腸間膜を有し、可動性がるが、（上行）（下行）結腸は可動性がない

・咽頭は消化器系と呼吸器系の共有で、下端は腹側で（輪状靭帯）、背側で（第6～7）頚椎の高さで食道につらなる。長さ（12）cmで下方ほど（細）い。

　（後鼻孔）で鼻腔とつながる

・リンパ咽頭輪は（ワイダエルの咽頭輪）ともいい、（咽頭）（耳管）（口蓋）（舌）扁桃により構成される

・骨盤の性差は岬角は男性は（著しく）突出、女性は（わずかに）突出。骨盤上口の形は男（ハート型）、女（楕円型）。骨盤腔の形は男（漏斗型）、女（円筒型）。仙骨は男（幅狭、長）、女（幅広、短）。恥骨下角は男（50～60）度、女（70～90）度。閉鎖孔は男（卵円形）女（三角形）

・（顔面）動脈は下顎角の前方約2cmから下顎底の上前方約2～3cmまでで触れる

・（浅側頭）動脈は外耳孔の前上部（コメカミの部）、外耳孔と下顎頭の間

・（後頭）動脈は外後頭隆起の約1～2横指外側の（後頭動脈溝）

・（総頚）動脈は頚動脈三角および小鎖骨上窩

・（鎖骨下）動脈は大鎖骨上窩内で鎖骨前凸部（内側1/3の点）より約1cm上方

・（上腕）動脈は内側二頭筋溝と肘窩
・（橈骨）動脈は橈骨下端外側部のすぐ内側で橈側手根屈筋腱と腕橈骨筋腱の間

・（尺骨）動脈は手関節のやや上方で、尺側手根屈筋腱と浅指屈筋腱の間

・（大腿）動脈は大腿三角内で鼡径靭帯から2~3cm下方

・（膝窩）動脈は膝窩

・（後脛骨）動脈は内果の後下方約2cm

・（足背）動脈は足背の足関節前方で、長母指伸筋腱と長指伸筋腱の間

・大腿長は（大転子）～（膝関節外側裂隙）

・下腿長は（膝関節外側裂隙）～（外果）

・下腿周径は（最大部）、大腿周径が（膝関節より10cm上）

・胃潰瘍の圧痛点は（ボアス）点
・虫垂炎の圧痛点は（ムンロー）点、（ランツ）点、（マックバーネ）点

・頚と胸の境界は（胸骨上縁）－（鎖骨上縁）－（肩峰）－（第七頚椎棘突起）

・体幹と上肢の境界は（腋窩）－（三角筋の起始縁）－（三角胸筋溝）

・組織には（上皮）組織、（支持）組織、（筋）組織、（神経）組織がある

・支持組織には（結合）組織、（軟骨）組織、（骨）組織、（血液）、（リンパ）が含まれる

・仙骨孔は（４）対

・横突肋骨窩は第（１１，１２）（胸）椎にはない

・腰椎に特徴的なのは（副）突起、（肋骨）突起、（乳頭）突起

・（大腿）骨の内転筋結節に停止するのは（大内転）筋

・長・短内転筋は大腿骨の（粗線内側唇）に停止する。（大内転）筋も一部停止する

・足底の横足弓を作るのは（遠）位足根骨で、つまり（距）骨と（踵）骨以外の骨

・眼窩下孔があるのは（上顎）骨

・腕神経叢の鎖骨上部の枝は（肩甲背）神経、（長胸）神経、（鎖骨下筋）神経、（肩甲上）神経、（肩甲下）神経、（胸背）神経、筋枝（（斜角）筋を支配）

・腕神経叢の鎖骨下部の枝は（内・外側胸筋）神経、（筋皮）神経、（内側上腕皮）神経、（内側前腕皮）神経、（正中）神経、（尺骨）神経、（橈骨）神経、（腋窩）神経
・腕橈骨筋は（橈骨）神経支配だが、作用は（肘屈曲）

・円回内筋、方形回内筋は（正中）神経支配、回外筋は（橈骨）神経支配

・殿筋群は（外寛骨）筋とも呼ばれる。内訳は（大・中・小殿筋）（大腿筋膜張筋）（梨状筋）（内閉鎖筋）（双子筋）（大腿方形筋）。外閉鎖筋は違う

・腸腰筋は（内寛骨）筋ともよばれる

・腰神経叢からでるのは腸骨下腹神経、腸骨鼡径神経、（陰部大腿）神経、外側大腿皮神経、（閉鎖）神経、（大腿）神経

・仙骨神経叢からでるのは（外寛骨）筋を支配する筋枝と、（上殿）神経、（下殿）神経、後大腿皮神経、（坐骨）神経

・上腹壁動脈は（内胸）動脈からでて、下腹壁動脈は（外腸骨）動脈から出る
・顎下腺と舌下腺は（顔面）神経支配、耳下腺は（舌咽）神経支配

・腸間膜小腸とは（十二指腸）以外の小腸で、（空腸）と（回腸）を合わせたもの

・胃の噴門腺は主に（粘液）のみを出す、幽門腺は主に（粘液）のみを出す。主・粘液・副細胞がすべてあるのは（胃底）腺

・肝臓のカントリー線上には（胆嚢）と（下大静脈）がある

・尿管の膀胱への貫通部を（尿管口）、膀胱から尿道への移行口を（内尿道口）という

・尿管は精巣動脈の（うしろ）を通り、総腸骨動・静脈の（前）を通る

・腎錐体間に存在する腎皮質を（腎柱）という

・精管は尿管の（上）を通る

・前立腺の前葉には（腺組織）が少なく、中葉は大部分が（内腺）で占められる
・前立腺肥大は（内腺）の増生で起こり、前立腺癌は（外腺）から発生する

・間脳の内・外側膝状体は間脳の（後）方にある

・中脳の上丘・下丘は中脳の（後）方にある

・中脳の大脳脚は中脳の（前）方にある

・滑車神経支配である（上斜）筋は眼球を（外側下方）へ回転させる

・梨状筋下孔には（後大腿皮）神経も通る

・上殿神経は（上殿動静脈）とともに（大坐骨孔）を通って、（梨状筋上孔）から出る

・下殿神経は（下殿動静脈）とともに（大坐骨孔）を通って、（梨状筋下孔）から出る

・脊髄神経（前根）は遠心性線維のみ、（後根）は求心性線維のみ

・交感神経節は効果器から（離れた）ところにあり、副交感神経節は（近く）か（効果器内）にある

・肩甲骨は第（２～７）肋骨の高さで、肩甲棘は第（３）肋骨の高さにある

・（胸囲）計測は呼気と吸気の中間で測る

・骨の表面は関節面を除き（骨膜）で覆われる

・成人の骨格は約（200）個の骨で出来ている

・成長期以後、長骨の骨端（板）は骨端（線）になる

・烏口腕筋は（上腕骨体）に停止し、上腕筋は（尺骨粗面）に停止する

・洞房結節→（房室結節）→（ヒス束）→（左脚右脚）→（プルキンエ線維）

・頭蓋底の中央を成すのが（蝶形）骨であり、これは（軟骨性（内））骨化で成長し、（付加）骨とよばれる
・トルコ鞍は（蝶形）骨、つまり（中頭蓋窩）にある

・膜内骨化は（鎖骨）、（前頭骨）、（後頭骨）、（側頭骨）、（頭頂骨）など

・僧帽筋は（副）神経と（頚）神経叢支配

・橈骨切痕は（尺）骨にある。尺骨切痕は（橈）骨にある

・鼻腔は（梨状）口で外界に開き、（後鼻）孔によって咽頭と連続する

・細胞質器質は（細胞質）から（細胞内小器官）を除いた部分で、この部分では（解糖）によりATPが産生される。この産生は（ｴﾑﾃﾞﾝ･ﾏｲﾔｰﾎﾌ）経路という

・坐骨神経は（坐骨結節）と（大転子）を結んだ線の中点に圧痛点がある
・神経軸索を囲む髄鞘は（ミエリン鞘）ともいい、中枢神経系のある種の（グリア）細胞と末梢神経系の（シュワン）細胞がこれにあたる。髄鞘と髄鞘の間を（ランビエの絞輪）という

・（細網）組織は結合組織で、脾臓、リンパ節、骨髄、胸腺、肝臓、副腎皮質などを形成

・腰椎は（前）弯

・巨核芽球→（巨核球）→（血小板）

・迷走神経は、感覚線維、副交感線維と、（喉頭）筋を支配する運動線維を含む

・胸鎖乳突筋は（副）神経と（頚）神経の二重支配

・表皮は表層から角質層、淡明層、顆粒層、有棘層、基底層で、最も細胞分裂が盛んなのは（基底）層

・鼓膜は（中耳）にあり、径約(10)mm、厚さ約(0.1)mm

・眼房水は（シュレム管）や（強膜静脈洞）から（眼静脈）に吸収される　　　・・・同一？

・オッディの括約筋は（十二指腸）にある

・胃腸管壁内には（マイスネル粘膜下）神経叢と（アウエルバッハ筋間）神経叢がある

・篩骨洞前方は（中鼻）道、後方は（上鼻）道に開口

・蝶形骨洞は（鼻腔後上方）に開口

・精巣鞘膜は（腹膜）に由来する

・精子は（曲）精細管（基底）膜（内）側の（円形）細胞である（精上皮）で産生され、精上皮→（精祖）細胞→（精母）細胞→（精子）細胞→精子
・（結膜）はまぶたの内側縁から角膜の縁へ続く膜で、内側縁の膜を（眼瞼結膜）、角膜へ続く膜を（眼球結膜）という。水晶体はおおわない

・コルチ器は（蝸牛管）の内部にある

・外リンパが流れるのは（鼓室階）などの、骨迷路の（外）に流れる

・内耳は（側頭骨錐体）の中にある。骨迷路があり、前方から（蝸牛）（前庭）（半規管）からなり、中に（膜迷路）がある。膜迷路には（内リンパ）が流れる

・門脈と体循環の吻合は①（食道下）部と（噴門）部で、（左胃）静脈と（食道）静脈②（直腸部で（上直腸）静脈と（中・下直腸）静脈③（臍）部で（臍旁）静脈と前腹壁の静脈（（上・下・浅腹壁）静脈）

・ダグラス窩は（子宮直腸）窩

・子宮頚の長軸に対して子宮体の長軸の屈曲は（10）度で、これを（前屈）という。子宮頚の長軸は膣の長軸に対して（90）度傾き、これを（前傾）という

・前立腺は（膀胱底）の下に密接し、（尿生殖隔膜）の上を通る

・精管と精嚢の導管が合流したものが（射精管）

・下垂体門脈は（漏斗）の毛細血管網と（前葉）の毛細血管網を連結する

・レンズ核は（大脳）核、尾状核は（大脳）核、歯状核は（小脳）核、オリーブ核は（延髄）核

・視床下部から出る前葉ホルモン抑制ホルモンには（成長ホルモン）抑制ホルモンである（ソマトスタリン）と、（プロラクチン）抑制ホルモンの（ドーパミン）がある
